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1
ご依頼内容のサマリー
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１．ご依頼内容のサマリー

＜ご依頼内容＞

協働者登録一元化（以降、次期CUREシステム)をご利用いただくためのアカウント情報のご提供を

よろしくお願いいたします。

＜ご返信の方法＞

メールに添付されているEXCELファイルに、次期CUREシステムの利用者の情報を記載頂き、

下記宛先へご返答をお願いいたします。

To：CURE更改窓口<cure_renewal@am.nttdata.co.jp>
※NaviExpressアカウントをお持ちの場合は、NaviExpressのメール送信からご返信ください

※ETRANPOTアカウントをお持ちの場合は、ETRANPOTのメール送信からご返信ください

＜ご返信期限＞

2022年7月1日～2022年9月30日（詳細はAppendix1参照）

【ポイント】 本情報は次期CUREシステムの切り替えタイミング（2022年11月（予））から利用可能となるためのアカウント発行を目的としております。

仮に期限内のご返答が間に合わなかった場合でも次期CUREシステム稼働後にアカウント発行が可能となります。

稼働後の申請方法に関しては、別途ご案内させていただきます。

mailto:cure_renewal@am.nttdata.co.jp


© 2022 NTT DATA Corporation 5

2.
ご依頼の背景
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２．ご依頼の背景

Before現状（EXCEL申請方式） Before刷新後（オンライン申請）

株式会社エヌ・ティ・ティ・データ（以後、NTTデータ）は、2022年11月より社内システム刷新を予定しています。

現在、各お取引先様にてEXCELファイルにて申請頂きCUREヘルプデスクにて行っております申請業務

（新規登録、変更、延長など）を、今後はお取引先様にてオンラインで行えるようになります。
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3.
申請対象と方法
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３．申請対象と方法

次期CUREシステム利用の事前申請は、メール添付のEXCELファイルにアカウント記載し、ご返答願います。下記の
申請ステップを参考までに掲載します。

申請ステップ

(1) 次期CUREシステムご利用者の整理

(2) 申請EXCELへ記載

(3) 弊社窓口への返信

②. 【解説シート】 各入力項目の内容を確認する

③. 【入力シート】 入力エリアに次期CUREシステム利用アカウントを記入する

④. 【入力値チェック】 入力内容のチェックを行う

⑤. 【メッセージ】 （チェック結果がNGの場合）エラー内容を確認し②の入力シートの該当箇所を修正する

①. ファイル名を変更する
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３．(1) 次期CUREシステムご利用者の整理

次期CUREシステムを利用するためのアカウントの整理をお願いいたします。

事前申請アカウントは３種類（責任者、責任代行者、担当者）、責任者は１名必須、責任代行者、および担当
者は複数名の申請が可能（任意）で上限３０アカウントまでの選出をお願いいたします。（※）

申請アカウント整理のイメージ（例）：

株式会社○○○

事業 責任者A

1部

2部

1部 責任者B

2部 責任者C

担当者aa

担当者bb

担当者cc

担当者dd

この例の場合、事前申請は計7名：
事業責任者A 責任者アカウント
1部 責任者B 責任代行者アカウント
2部 責任者C 責任代行者アカウント
担当者aa 担当者アカウント
担当者bb 担当者アカウント
担当者cc 担当者アカウント
担当者dd 担当者アカウント

協働者申請業務に責任を持つ 事前申請を行う際には責任者アカウントとして１名のみ申請が必須

協働者申請業務に責任者に代わる責任を持つ 事前申請の際は責任代行者として複数名の申請が可能（任意）

※事前申請を行う対象者は協働者アカウントをお持ちでない”お取引先様本社から次期CUREシステムをご利用いただく方”が対象です。

なお、協働者アカウントをお持ちの方は、次期CUREシステム稼働後にインターネットにより利用申請が可能のため事前申請は不要です。

所属PJ（基幹刷新）

所属PJ（現行維持）

協働者aaa

協働者bbb

協働者ccc

協働者アカウントをお持ちの方々は、事前申請は不要

所属PJ（ｘｘｘ）

協働者申請業務の実施担当者 事前申請の際は担当者として複数名の申請が可能（任意）

事前申請対象 事前申請対象外凡例：
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次期CUREシステムをご利用いただくアカウント情報は、当ご依頼メールに添付のEXCELファイルの

ご記入エリアにアカウント情報を記載いただけますようお願いいたします。

３．(2) 次期CUREシステムの利用アカウント情報の記載方法

ファイル名：【NTTDATA】取引先アカウント調書（次期CURE）_取引先コード_会社名称.xlsm

【各シートのご説明】

①. 解説シート ： アカウント情報に必要となる入力項目についてご確認いただきます

②. 入力シート ： 申請者の登録情報の入力を行います（同意書欄は⑤同意書シート参照）

③. チェック画面 ： 入力シート記入後、項目チェックを行います（OKであること確認）

④. メッセージ通知： ③のチェックでNGの場合、NG内容の確認を行い再度②で修正を行います

⑤. 同意書 ： 本申請で取り扱う個人情報に関する取扱いに関する同意文

申請に当たり内容をご確認頂き同意有無を②入力シートの“同意書の可否”欄に記載願います

① ② ③ ④ ⑤
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３．(2) ① ファイル名を変更する

ポータルよりダウンロードしたEXCELファイルのファイル名を変更します。

ポータル上のファイル名：

【NTTDATA】取引先アカウント調書（次期CURE）_取引先コード_会社名称.xlsm

修正したファイル名（例）：

【NTTDATA】取引先アカウント調書（次期CURE）_1000x_株式会社○○.xlsm

取引先コード：各社に割り当てられている仕入先コードを記載願います

会社名称：お取引先様の会社名称を記載願います。

※ご不明な点がございましたらFAQ No1をご参照ください。
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３．(2) ② 【解説シート】 各入力項目の内容を確認する

入力エリアの各項目の説明を記載しております。

入力の際は、解説シートをご確認頂けますようお願いいたします。
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３．(2) ③ 【入力シート】 入力エリアに次期CUREシステム利用アカウントを記入する

次期CUREシステムを利用するアカウント情報を記載いただくシートです。

下記の、(1) (2)をお願いいたします。

(1) 申請内容記入エリア

(2)申請日記入エリア

(1) 申請者の登録情報を記入願います。（列：「同意書の合意」に関しては、⑤同意書シートをご確認の上、同意要否を選択ください）

(2) (1)の記入が完了し、本資料を弊社へご返信いただく際に日付を記入願います。
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３．(3) ④ 【入力値チェック】 入力内容のチェックを行う

[②入力シート]の記入ができた後、本シートで入力内容のチェックを行います。

OKの場合： （ 「(3)弊社窓口への返信」へ進む）

NGの場合：（エラー内容確認のため、「④：メッセージ通知）へ進む＞

(1) 入力値チェック押下

(2) チェック結果確認
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３．(2) ⑤【メッセージシート】 エラー内容を確認し②の入力シートの該当箇所を修正する

③の”入力値チェック“でNGの場合、本シートでエラー内容（箇所）を確認し、入力シートの内容を修正します。
修正完了後、再度③の”入力値チェック”を行います。

(2) 入力シートの該当行へリンクし
入力値を修正

入力値を修正後、再度②チェックボタンを押下すると、解消されている場合はメッセージ行が少なくなっていきます。

最終的にチェック結果が０件になるまで、チェックと修正を繰り返し行います。

(1) エラー内容確認
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EXCELファイルへの記載が完了（チェック結果OK）したのち、弊社窓口へご返答願います。

下記の情報をコピーし、ご活用いただけますようお願いいたします。

３．(4)弊社窓口への返信

件名：【(取引先コード)】次期CUREシステムのアカウント事前申請
✔取引先コードには御社の仕入先コードを記載願います。

宛先：

CURE更改窓口<cure_renewal@am.nttdata.co.jp>
※NaviExpressアカウントをお持ちの場合は、NaviExpressのメール送信からご返信ください

※ETRANPOTアカウントをお持ちの場合は、ETRANPOTのメール送信からご返信ください

本文：

次期ＣＵＲＥシステムの利用アカウントの事前申請書を送付します。

会社名 ：○○○○○○○

取引先コード ：○○○○○

ファイル添付：

【NTTDATA】取引先アカウント調書（次期CURE）_取引先コード_会社名称.xlsm （※）

※現行CUREの申請書送付と同様、添付ファイルにはパスワードを付与せずに送付ください。

mailto:cure_renewal@am.nttdata.co.jp
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４.
困ったときは
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４．困ったときは

弊社窓口へご連絡の際は、下記フォーマットを参考にしてください。

件名：【(取引先コード)】次期CUREシステムのアカウントに関する質問：

宛先：

CURE更改窓口<cure_renewal@am.nttdata.co.jp>
※NaviExpressアカウントをお持ちの場合は、NaviExpressのメール送信からご返信ください

※ETRANPOTアカウントをお持ちの場合は、ETRANPOTのメール送信からご返信ください

本文：

次期ＣＵＲＥシステムの利用アカウントの事前申請に関する質問です。

①. ＃＃＃＃質問内容＃＃＃＃

②. ＃＃＃＃質問内容＃＃＃＃

ファイル添付：

【NTTDATA】取引先アカウント調書（次期CURE）_取引先コード_会社名称.xlsm

※エラーメッセージなどの画面キャプチャ類

ご注意：

現行CUREの申請書送付と同様、添付ファイルにはパスワードを付与せずに送付ください。

mailto:cure_renewal@am.nttdata.co.jp
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5.
Appendix
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Appendix １．スケジュール

次期CUREシステムへの切り替えスケジュールは下記となります。

2022年7月 8月 9月 10月 11月 12月

ご依頼

情報整理/QA受付

事前申請
(再提出のご依頼)

システム切替作業

本運用

切替

次期CUREシステム
運用

※事前申請頂いたものを弊社にて簡易チェックいたします。
万が一、内容に不備等ございましたら、再提出のご依頼をさせていただきます

準備

事前申請の締め切り

※ポータルサイト、および
メールにてご依頼

予備
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業務 業務詳細 責任者 責任代行者 担当者

次期CURE

アカウント申請
新規/修正/削除

○ ○ ×

協働者申請 新規 ○ ○ ○

情報閲覧 ○ ○ ○

延長申請 ○ ○ ○

削除申請 ○ ○ ○

Appendix ２．次期CUREシステムのアカウント種毎の利用機能について

次期CUREシステムのアカウント申請においては、責任者アカウント、責任代行者アカウント、担当者アカウントの

３種類があります。

それぞれ、次期CUREシステムで利用する機能が異なります。
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メール文面（サンプル） WEB画面（サンプル）

Ｘｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘｘ
Ｘｘｘｘｘｘ

Appendix ３．移行の際のログイン情報通知に関して

今回、事前申請頂いた個々のご利用者様に対して移行実施期間内（2022/11（予））にメールにてURLが

通知されます。

URLアクセス後、初期画面にてパスワード設定を行ったのち、ご利用が可能となります。
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項番 内容 回答内容

1 取引先コード、および取引先名には何を記載す
ればよいですか。

現行CUREに記載いただいております“仕入先コード”、“仕入先会社名”と同様です。
確認方法は、「協働者登録一元化（CURE） CUREハンドブック 」の “2-5-2 仕入先コードがわ
からない“を参照願います。
入力シートだけでなく、ファイル名やご返信頂くメールタイトルへの記載をお願いいたします。

2 提出後に申請内容を修正したい場合は、どのよ
うに行えばよいですか。

一度申請したファイルに対して修正（追加、修正、削除）を加えたのち、
再度窓口へご返信願います。
＜注意：修正分のみを追加申請はしないでください＞
その際、タイトルは下記の文言を追記願います。
タイトル：【(取引先コード)】次期CUREシステムのアカウント事前申請（再提出）

3 次期CUREシステムの具体的な機能や利用開
始に関する情報共有はいつ頃いただけますか。

２０２２年９月以降でアナウンスさせていただきます。
アナウンスの方法に関しては、現在検討中です。

4 ３０名以上のアカウントを事前申請したい。 事前申請は上限３０名までとさせていただくこと、ご了承ください。
今回の目的は、あくまでも「次期CUREシステムを稼働直後から利用するための事前申請」となりま
す。

どうしても事前申請の件数が３０アカウントを超える場合の整理案として下記ご提案いたします。
（案１）
・事前申請は“責任者アカウントのみ”行う。（例：責任者アカウント１名のみ）
・次期CUREシステム稼働後にインターネットで利用者追加が可能。

（案２）
・本部側のアカウントのみ事前申請を行う。（例：責任者アカウント、責任代行者アカウント数名のみ）
・次期CUREシステム稼働後にインターネットで利用者追加を行う。

（案３）
・事前申請しない。＜No5参照＞

→次期CUREシステム稼働後に、責任者アカウントの申請から行う。

※上記で不明な場合や懸念がある場合は、問い合わせ窓口宛にご連絡ください

Appendix ４．FAQ（1/3）
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項番 内容 回答内容

5 一切の事前申請はしなくともよいか。 事前申請を行わない場合、サービス稼働直後から次期CUREシステムのご利用ができません。
ただし、サービス稼働後に改めて責任者アカウント申請から行うことでご利用が可能となります。
（申請からアカウント発行まで数日程度かかる見込み）

稼働後の責任者アカウントの申請方法は別途ご案内予定です。

6 稼働後に、現協働者アカウントへの権限付与を
行う予定のため、今回の事前申請はしなくともよ
いか。

稼働後に現協働者アカウントに対して次期CUREシステムの利用権限付与を行う際にも、必ず
責任者アカウントが必須となります。

今回の事前申請では最小申請単位として“責任者アカウントのみ申請”行っておくと、サービス稼
働後に協働者の権限付与だけでなく、責任代行者アカウントや担当者アカウントの登録がすぐに
できるため、次期CUREシステムのご利用がスムーズとなります。

7 EXCEL起動時にシステムエラーとなる。 お手数ですが、エラーメッセージと事象をCURE申請窓口宛に送付ください。
（スライド４：困ったときは）

8 チェック画面シートの調書名を変更できない。 実際のファイル名を修正いただくことで、入力値チェックで値がファイル名に置き換わります。
これによりお取引先様側での変更は不要となります。

Appendix ４．FAQ（2/3）
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項番 内容 回答内容

9 今回の事前申請依頼に関して、当担当では現
状のCUREシステムは利用していないため、依頼
内容を計りかねている。

今回の事前申請の依頼は、各お取引先様との窓口宛にご連絡させていただいております。
（例：G会社であればGwnetの各社問い合わせ一覧を参考とさせていただいております）

今回のご依頼内容としては、他部署や現行CUREシステムをご利用いただいております部署と社
内にてご連携頂いたうえで、事前申請（１お取引先あたり上限３０名）を選定頂きたいという
内容となります。

なお、事前申請における上記のご調整が難しい場合でも、システム稼働後に別途ご案内する方
法で申請いただくことで次期CUREシステムのご利用が可能となります。

10 ファイル名、および入力シートにおいて、取引先
コードには枝番を含めるのでしょうか。

取引先コードには、枝番を含めない６桁の仕入先コードで申請願います。

Appendix ４．FAQ（3/3）
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